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ビオトープだより第 11 号 
会員・BA より ビオトープに関する情報を提供します。 

特定非営利活動法人 

日本ビオトープ協会 

2021 年 12 月 1 日発行 

https://www.biotope.gr.jp/ 

１．北海道だより       個人会員、幌加内ビオトープ研究会代表  内海 千樫 

 

◆ 撮影日時：２０２１年 10 月 18 日（月） 

◆ 撮影場所 知床半島 岩尾別 

◆ ヒグマ 【写真説明】左上：鮭を捕らえた。  右上：川を渡る親子 

左下：鮭を食べる親子  右下：木登りをする子熊 

知床ではヒグマとの共存を目指しており、餌を与えない。近づかない。野外で料理をしない。

ごみを捨てない。等を呼びかけております。また、知床財団では近づき過ぎるヒグマに対しては

ゴム弾を打ち、で痛い思いをさせ人間への恐怖心を与える等の努力を行っており、大きな人身事

故は起こらずにすんでいます。 

近年北海道全体でも、ヒグマとは共存して行くという方針で、これまで冬眠から覚めたばかり

の春グマ駆除は行わないことになりました。しかし、人を恐れず、いきなり町へやって来るヒグ

マが増え、問題になっています。 
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2．「エコ電力で小岩井農場ウインターイルミネーション」 副会長・主席 BA  野澤 日出夫 

岩手から・・「エコ電力で小岩井農場ウインターイルミネーション」 

昨年はコロナ禍で中止となった小岩井ウインターイルミネーションは、感染者ゼロが続いてい

る岩手において開催されることになりました。 

SDGｓ⑬「気候変動に具体策」の一環として市民啓蒙に資する BDF 発電機によるエコ電力で

のイルミネーションです。 

 

◆ 会期：2021 年 12 月 1 日(水)～2022 年 1 月 4 日（火） 

◆ 会場：小岩井農場まきば園（岩手県雫石町） 


